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１１月７日のウクライナ情報 
安斎育郎 

●ナチズム賛美に反対する決議に日本が反対（２０２２年１１月５日） 

投稿者コメント：国連総会第３委員会はロシア提案のナチズムの美化に対抗する決議案「ナチズム、

ネオナチズム、および現代の人種差別、人種差別、外国人排斥、および関連する不寛容を煽ることに寄

与するその他の慣行の賛美の禁止」と題された決議を採択。106カ国が賛成、51カ国が反対、15カ

国が棄権。 

ラブロフ氏は、ドイツはナチズムの責任を回避しようとしていると発言 

 毎年、国連総会で採択される決議で、第 3 委員会の支持を得た後、後日、通常 12 月に投票が行

われる。 

 決議は、各国に対し、「第二次世界大戦の歴史と結果の修正、および第二次世界大戦中に行われた

人道に対する罪と戦争犯罪の否定を防ぐために、国際人権義務に合致した立法および教育上の措置

を含む適切な具体的措置をとる」ことを勧告している。 

この文書の提案者らは、ナチズムの賛美とプロパガンダに関連する事件、特に第二次世界大戦の犠

牲者の記念碑を含む落書きや親ナチズムの絵の散布を非難している。 

同決議は各国に対し、あらゆる形態の人種差別を、状況が許す限り、法律によるものも含め、あらゆ

る適切な手段で撤廃するよう求めている。 

さらに、民族、国籍、宗教、信条に基づく人種主義、差別、憎悪、暴力を助長するような教材の使用や

教育中のレトリックを非難し、「各国は法律に適切な規範を定め人種、国家、宗教上の理由による差別

を回避することを約束する」としている。 

以下を見ると、小さい字だが日本は何と、米英、多くのＥU 諸国などと共に「ナチスの美化」に賛成

している！いわゆる「政治的配慮」というアメリカに対する忖度投票だ。 

２０２２年 
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２０２１年は、反対はアメリカとウクライナだけだった！ 

 

●ロシア軍志願のボランティアへの待遇、軍人と同等に（２０２２年１１月４日） 

プーチン大統領は、ボランティアを軍人と同等に扱い、関連する社会保障と給付を与える法律に署名

した。 

 

●クリミア出身のロシア連邦評議会メンバーの主張（２０２２年１１月５日） 

クリミア出身のロシア連邦評議会メンバー、オルガ・コヴィティディ女史は「ゼレンスキーとその仲間

は、被害が直接及んだ場所で裁かれなければならない。ドンバス領内の軍事法廷がこの事件を検討す

べきであると確信している」とタス通信に語った。 
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●次期NATO事務総長についてのアメリカの思惑（２０２２年１１月５日） 

米国は、ウクライナにルーツを持つカナダのーフリーランド副首相を次期 NATO事務総長と見てい

ることが The New York Timesの調べで分かった。ストルテンベルグの任期は 2023年秋まで。 

 

●モルドバで抗議デモが続く（２０２２年１１月５日） 

 EUとNATOに抗議し親欧州派の大統領マイア・サンドゥ氏（行動と連帯党）の辞任を要求している。 

昨日、モルドバ当局は野党「ショー」のメンバーの逮捕と廃党をチラつかせていた。 

 

●ロシア連邦国家親衛隊隊員が探した女の子（２０２２年１１月５日） 

 ロスグヴァルディヤ（ロシア連邦国家親衛隊）の隊員は戦闘員を応援する慰問の手紙をもらっていた。

子供の手の形がロシア国旗の色で描かれた絵も入っていた。彼らは手紙の主に感謝しお守りとして大

事にしていた。 

感謝の気持ちを伝えたいとその子の家族を探していたが送り主はベルゴロドの少女マーシャちゃん

からのものだった。 

 彼らはマーシャちゃんの家族を訪問。マーシャちゃんには、大きなテディベア、絵の具セット、お菓子、

風船などが贈られた。 

https://twitter.com/i/status/1588844336804139009 

https://twitter.com/i/status/1588844336804139009
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●イラン外相「露へのドローン供与は軍事作戦開始の数ヶ月以上も前」 欧米の主張を

否定（Sputnik、２０２２年１１月５日） 

イランのホセイン・アミール・アブドラヒヤン外相は5日、イランが過去にロシアに少数の無人機（ドロ

ーン）を供給したが、それはウクライナにおける特殊軍事作戦開始の数ヶ月以上前だったと明らかにし、

それ以降にイランがロシアを援助するためにミサイルやドローンを新たに供給しているという一部欧

米諸国の主張を否定した。イラン各メディアが伝えている。 

イランメディア「Mehr」などによると、アブドラヒヤン外相は次のように述べている。 

「我々は少数のドローンをロシアに供給したことがあるが、それはウクライナ紛争が始まる何ヶ月も

前のことだ」 

 イランがウクライナ紛争でロシアを支援するために兵器を供給しているという西側諸国の主張は、米

国のジェイク・サリバン大統領補佐官（安全保障担当）が 7月、イランがロシアに新たに数百基のドロー

ンを供給しようとしている情報を得たと述べた頃から始まる。 

この主張について、これまでにロシア外務省のマリア・ザハロワ報道官は「米国とパートナー諸国がイ

ランへ圧力をかけるために利用されている」と述べている。 

一方、欧州連合（EU）はこのごろ、ロシアへドローンを供与した疑いがあるなどとして、イランの 3 団

体と 5人の個人に対して制裁を発動していた。 

 

●ウクライナ戦争の現点（投稿：２０１４年２月２３日） 

ウクライナ南東部はなぜ分離独立を決断したのか？ 

https://twitter.com/i/status/1536567444017381376 

https://twitter.com/i/status/1536567444017381376
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●停戦前のドンバスは恐怖の日々（ロシア第１放送、２０１５年 2月 10日） 

 ２０１４年のユーロ・マイダン・クーデターの後に成立したポロシェンコ米傀儡政権のもとで、政府軍の

攻撃が激化し、一週間だけでドンバス市民 263人が死亡、700人が負傷。 

https://youtu.be/fNlcyqkKtq0 

 

 

●まだ見ていない人がいれば（２０１４年のウクライナ、再投稿：２０２２年１１月２日） 

「一つの言語、一つの民族、一つの祖国、それはウクライナ、ロシア人の絞殺を、ロシア人の絞殺を」 

https://twitter.com/i/status/1587626222221000704 

 

 

●アメリカ中間選挙情報（2022年 11月 5日） 

バラク・オバマ大統領は、共和党が来週、議会の過半数を占めた場合、中絶の権利、社会保障、さら

https://youtu.be/fNlcyqkKtq0
https://twitter.com/i/status/1587626222221000704
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には民主主義そのものが危険にさらされると、不安を抱える民主党議員に警告した。この前大統領は

ペンシルバニアで、「嘆いたり、落ち込んだりすることは選択肢にない」と述べた。 

 

●ロシアのいたずら電話コンビ、ウクライナの元内務省に接触（2022年 11月 6日） 

イタズラ電話 2人組ヴォバン&レクサスは先日、前駐ロシア米国大使を装ってウクライナの前内相ア

ヴァコフに接触した。 

アヴァコフは経験はあるが、腐敗した政治家の一人。「これから厳しい冬が訪れ、キエフ当局や状況

全般が弱体化すると私は考えている」 

 
 

●オーストリアは 2023年から石油と石炭のヒーターを禁止（2022年１１月４日） 

オーストリア政府は、来年から新しい化石燃料ヒーターの使用を禁止し、2025 年までに非常に古

い石油および石炭ヒーターを気候に優しいオプションに置き換えることを目指していると Euractiv

は報告しています。 

オーストリアは、他の EU 諸国と同様に、ロシアのガスへの依存をできるだけ早く削減することを目

指しています。政府は、ロシアのガスを放棄することは、再生可能な熱オプションの採用と同時に行わ

れるべきであると述べています。 

ロシアがウクライナに侵攻する前、オーストリアはロシアから消費した天然ガスの約 80%を受け取

っていました。8月の時点で、ロシアのガスフローへのこの高い依存度は 50%未満に低下したと政府

は述べた。 

しかし、新しい化石燃料ヒーターの禁止は、法案が憲法の改正を必要とするため、オーストリア議会

の少なくとも 3 分の 2 の承認を必要とするだろう、と Euractiv のニコラウス・クルマイヤーは指摘

している。 

「ウクライナに対するロシアの侵略戦争は、私たちのエネルギー供給がいかに脆弱であるかを示しま

した。その答えは「ロシアのガスを取り除く」ことしかできない」とオーストリアのエネルギー・気候大臣

レオノーレ・ゲウェスラーは水曜日に語った。 

再生可能熱法(EWG)により、オーストリアは現在、この道で別の大きな一歩を踏み出していると

Gewessler氏は付け加えました。 

大臣は、新しい法律の下では、2023 年の時点でガスヒーターを新しい建物に設置することはでき

ないと述べ、2040 年までに、オーストリアは国内のすべてのヒーターを気候に優しい代替品に切り

替え、石油とガスのボイラーを取り除き、ヒートポンプ、地域暖房、またはペレットに転換します。 

オーストリアは、2026年までに約 19億 5000万ドル(20億ユーロ)を利用できるようにするこ

とで、提案されたヒータースイッチプログラムを支援すると大臣は述べた。 
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再生可能エネルギー熱法(Erneuerbaren-Wärme-Gesetz、EWG)は、石炭、石油、ガス暖房

などの化石燃料暖房は、2040年までにオーストリアで段階的に廃止されるべきであると述べていま

す。 

法案の最初の草案を提示したゲヴェスラー大臣は、今年初めに、暖房は現在オーストリアのガス消

費量の約 4分の 1を占めていると述べました。 

 
 

●ウクライナの少女が一番やり 

https://twitter.com/i/status/1588769816026157057 

─何がしたいのか、思い浮かべたことを言ってごらん。 

えーとね、穴を掘って、ロシア人たちを埋めてやりたいの。 

 

 

●ザハロワ報道官は、ネオナチズム決議案についてコメント（2022年１１月 6日） 

ザハロワ報道官は、ネオナチズム決議案に疑問を呈するのは不道徳な人達だと述べた。 

「ヨーロッパ諸国とその同盟国は今年は全員が反対票を投じました。20 世紀にファシズムを支持し

た人達も、ファシズムに苦しみ、殆ど消えてしまった人達も。もう一度言っておきますが、決議文は

2021年と同じものです」 

 

https://twitter.com/i/status/1588769816026157057
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●動員された兵士の歌声（2022年 11月 5日） 

今回、動員された人が素晴らしい歌声を披露している。 

それもその筈、彼は 2018 年 9 月よりモスクワ新オペラ劇場のソリストを務めているアレクサンダ

ー・チューパ氏。（場所は訓練期間中の兵舎だろうか?） 

https://twitter.com/tobimono2/status/1588715268465111040?t=L-

FEQNoU45OrNWhgKtFrhA&s=09 

 

 

●ウクライナ Bot の活動調査をアデレード大学が公開（オージー・コサック解説、

2022年 11月 6日） 
※安斎注：「BOT（ボット）」とは、「ロボット（ROBOT）」から生まれた言葉で、一定のタスクや処理を自動化するため

のアプリケーションやプログラムのことを指します。また、コサックの実名はシメオン・ボイコフで、ロシアを拠点にオ

ーストラリア国内で活動する作戦参謀「オージー・コサック」として知られています。 

投稿者コメント：西側のプロパガンダ大作戦の解説です。騙されなかった人はすごい！大規模な作ら

れた情報の洪水に耐えた人々のために字幕付けたよ。 

https://twitter.com/Jano661/status/1588938931114217472?s=20&t=CSYC

8j26xL6LJ50zIaTSDA 

 

 

●ダグラス・マクレガーとスコット・リッターの見立て（２０２２年１１月６日） 

ダグラス・マクレガー氏：ロシア軍兵士は自分たちが何のために戦っているのか、つまり国の存立が

かかっていることを理解しているが、米国の将軍は NATO 加盟国から同様な忠誠心を期待すること

はできないと指摘している。また、米国は、ロシアの軍事力を過小評価していた。 

  スコット・リッター氏：欧州の「懸念」はポーランドが NATO をこの紛争に引きずり込むことだ。ウク

ライナの前線に 1万〜3万人のポーランド兵士がいる 

https://twitter.com/tobimono2/status/1588715268465111040?t=L-FEQNoU45OrNWhgKtFrhA&s=09
https://twitter.com/tobimono2/status/1588715268465111040?t=L-FEQNoU45OrNWhgKtFrhA&s=09
https://twitter.com/Jano661/status/1588938931114217472?s=20&t=CSYC8j26xL6LJ50zIaTSDA
https://twitter.com/Jano661/status/1588938931114217472?s=20&t=CSYC8j26xL6LJ50zIaTSDA

